第334回　ガスクロマトグラフィー研究会特別講演会　会告
主題　：「安全・安心な生活と豊かな文化を支えるガスクロマトグラフィー」

主　催 ：（公社）日本分析化学会ガスクロマトグラフィー研究懇談会

日　時 ： 2014年12月12日（金）  10：00～19：30

会　場 ： 大田区産業プラザ、コンベンションホール

〔〒144-0035 東京都大田区南蒲田1-20-20，http://www.pio-ota.net/
交通案内：http://www.pio-ota.net/access/，　京浜急行「京急蒲田」駅東口より徒歩3分，JR京浜東北線、東急池上・多摩川線「蒲田」駅より徒歩約13分〕
ガスクロマトグラフィーは日常気づかない様々な分野で利用され，安全で豊かな社会生活・文化を支えています。今回のテーマとして選ばれた分野はとても幅広いもので全てを紹介することはできませんが，これらの分野で活躍している第一線の研究者の方々から興味ある話題についてご講演頂きます。講演テーマに関連した企業からの主題講演と技術紹介も行い，ガスクロマトグラフィーの活躍の一端をご紹介いたします。限りない可能性を秘めた技術として長年にわたり開発が続けられてきたガスクロマトグラフィーが活躍する分野と今後の発展の可能性について知ることができる絶好の機会となります。また，意見交換会ではこれらの話題にとらわれず活発な議論が展開されることを期待しております。皆様のご参加をお待ちしております。

＜講演会プログラム＞

9:30-      　受付開始 
10:00-10:05　開会の挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　((独)産総研)前田恒昭
主題講演１：安全・安心な生活を支えるガスクロマトグラフィー

10:05-10:55〔招待講演１〕室内空気中の有機リン系難燃剤の分析
　                                      （オーヤラックスクリーンサービス㈱）杉嵜佑樹

10:55-11:20〔主題講演１〕GCと農薬分析　 　　　　　　　　　　　（西川計測㈱）山上　仰
11:20-11:50〔技術講演１〕
1. GC/QTOFが支える安全・安心な生活　　　　　（アジレント・テクノロジー㈱）  小笠原 亮
2. QuEChERS法（クエッチャーズ法）を用いるGCによる食品中の残留農薬の分析

 (Restek Corporation) 北見 秀明
11:50-13:20　　休憩

主題講演２：豊かな生活を支えるガスクロマトグラフィー

13:20-14:10〔招待講演２〕　清酒の品質と香気成分　　　　((独)酒類総合研究所)磯谷敦子
14:10-14:35〔主題講演２〕　ビールに特徴的な香りを付与するホップ由来香気成分の解析
（アサヒビール㈱酒類技術研究所 ）岸本　徹

14:35-15:20〔技術講演２〕　

3.ダイナミックヘッドスペースを用いたMulti-volatile Method (MVM)による飲料中香気成分の網羅的分析                                                          (ゲステル㈱) 角川淳
4. GC/MSによる食品分析手法のご紹介！ 産地特定編
(LECOジャパン合同会社)西村 泰央
5. スローフードとその網羅的分析法　                  （ジーエルサイエンス㈱）　宮川浩美
15:20-15:55　休憩

主題講演３：豊かな文化を支えるガスクロマトグラフィー

15:55-16:45〔招待講演３〕ニオイ分析による文化財保存のためのカビ種推定ソフトウェア研究　　　　　　　　　　　　　　　（奈良女子大学）竹内孝江

16:45-17:10〔主題講演３〕GC/IRMSによる酒や燃料中エタノールの炭素と酸素安定同位体比の測定による原料植物の分類　（（一財） 日本自動車研究所）秋山賢一

17:10-17:25〔技術講演３〕
6. GC/IRMSの基礎　　　　　　　　（サーモフィッシャーサイエンティフィック㈱）秋山賢一郎
17:25-17:30  閉会のご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　((独)産総研)前田恒昭
17:40-19:30  意見交換会　　大田区産業プラザ　4階、レストラン　コルネット
講演会参加費：GC研究懇談会会員：無料、会員外：3,000円
要旨集代　　：1,000円（当日販売価格、定価2,000円）
意見交換会費： 5,000円
参加費、要旨集代、会費は会場で申し受けます。
定　　　員： 200名
◇申込方法

①　GC研究懇談会ホームページからの申し込み(こちらを推奨いたします)

参加申込はGC研究懇談会ホームページからオンライン登録をお願いいたします。

 　  http://www.jsac.or.jp/group/GC/
②　FAXで申し込み；「第334回ガスクロマトグラフィー研究会参加申込」と表記のうえ，
氏名，勤務先，電話番号及びGC研究懇談会会員・会員外の別を必ず記入し，下記申込先宛までお申し込みください。（FAX用参加申込書もhttp://www.jsac.or.jp/group/GC/から

ダウンロードできます）意見交換会への申込も同時記載をお願いします。

FAXでの申込先　　〒141-0031　東京都品川区西五反田1-26-2五反田サンハイツ304号　 

　　　　　　
　　　（公社）日本分析化学会ガスクロマトグラフィー研究懇談会 

　　　　　　
　　　　　電話：03-3490-3351，FAX: 03-3490-3572

申込締切日　： 12月5日（金）

· 申込後の参加証の発行は致しておりませんので、直接会場へおこしください。

問合先：サーモフィシャーサイエンティフィック㈱　羽田三奈子
e-mail: minako.hada@thermofisher.com、tel：0120-753-670
なお，最新情報は随時、ガスクロマトグラフィー研究懇談会のホームページをご覧ください。　http://www.jsac.or.jp/group/GC/
参 加 申 込 書
日本分析化学会ガスクロマトグラフィー研究懇談会宛
FAX：03-3490-3572

ガスクロマトグラフィー研究会・第334回講演会に下記の者が参加します。
2014年12月12日(金)
	氏　名
	

	勤務先
	

	住　所
	

	連絡先
	 [電話：　              FAX:                     　　]

[メールアドレス：　　　　　　　                  　　]



	会員区分
	　□ ＧＣ研究懇談会会員　　□ 会員外　　　□ 協賛学会会員

	分析化学会会員
	□会員　　　□会員外　　　□ 今後入会予定

	意見交換会
	□参加　　　　　　　　　□不参加

	連絡事項
	


＊ご記入頂いた個人情報は、資料等の送付に使用する他、GC研究懇談会や関連学会からの研究会・講演会・講習会等のご案内送付に使用する場合がございます。入会申込書はhttp://www.jsac.or.jp/group/GC/からダウンロードしてください。
＊申込後の参加証の発行は致しておりませんので、直接会場へお越しください
